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本演習では、ラテンアメリカのナショナリズムをテーマとする。欧米諸国に植民地

化された中南米地域の人々が独立を達成し、近代国家を建設するに至る過程で、ど

のようなナショナル・アイデンティティを模索し構築してきたのか、また、その結

果いかなる国家が誕生したのかを、国家と国民・民族の関係から探る。本研究の意

図は、単にラテンアメリカのナショナリズム研究を考察するものではなく、アジア

やアフリカの開発途上国への汎用も視野にいれたものである。

代表的ナショナリズム研究者の論点を考察した上で、メキシコ、ブラジル、ペ

ルー、キューバ等のナショナリズム形成を検証する。

キーワードはナショナリズム、リベラリズム、コミュニタリアニズム、マイノリ

ティー、多文化主義、先住民、ジェンダー。

基本的には担当者が講義を行う形で授業を進めるが、履修者は指定されたナショナ

リズムに関する基礎文献を事前に読み、講義に積極的に参加し、意見を述べること

を求められる。

第１回　オリエンテーション

第２回　ナショナリズムの定義１．

第３回　ナショナリズムの定義２．

第４回　リベラリズム

第５回　コミュニタリアニズム

第６回　メキシコのナショナリズム１．

第７回　メキシコのナショナリズム２．

第８回　メキシコのナショナリズム３．

第９回　メキシコのナショナリズム４．

第10回　メキシコのナショナリズム５．

第11回　ペルーのナショナリズム１．

第12回　ペルーのナショナリズム２．

第13回　ブラジルのナショナリズム

第14回　キューバのナショナリズム

教場で指定する。

出席と授業への積極的参加意欲。

http://www.f.waseda.jp/yamasaki/
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